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序論

言語政策とは何か
木村護郎クリストフ

ねらい
言語政策研究という学問領域は、どういう現象を対象としているかを述べる。言

語政策の定義および政策対象としての言語の特徴を検討したうえで、言語政策研

究の発展をふりかえり、現状を把握する。最後に、近代国家形成とグローバル化

それぞれと言語のかかわりをふまえて、今後の課題を展望する。

キーワード
言語の人為性、言語管理、公共政策、言語的近代化、グローバル化　

1.　はじめに
「言語政策」というと何を思い浮かべるだろうか。「言語」についての「政
策」なので、とりあえず、国などが言語についてのなんらかの取りくみをお
こなうことを想定することができるだろう。とはいえ、具体的にどのような
ことをするのか、ぴんとこないかもしれない。少なくとも日本では、「言語」
が主要な政策課題に含まれているようにはみえない。政府では、法務、財務、
経済産業、環境、外交、防衛といった主要政策分野にそれぞれ大臣が任命さ
れ、さらに、少子化対策、地方創生、水循環といった各大臣の担当分野が割
り当てられているが、「言語大臣」はいないし、閣僚の担当分野をみても、「言
語」は見当たらない。一方、省庁をみると、文部科学省には「外国語教育」
を担当する初等中等教育局教育課程課外国語教育推進室があり、また文化庁
国語課には「国語施策・日本語教育」を担当する国語課がある。政府、省庁
でのこのような分野や部署としての位置づけをみると、「言語」は数多くの政
策分野のなかでも狭い領域にすぎないように思われる。
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第2部　 
言語問題のプロセス

第 2部の各章は、私たちの社会に言語問題が発生し、それに対する人
為的な介入が完了するまでという、政策の「ライフサイクル」の観点で、
言語政策をとらえるものである。
第 1章では、発生した言語問題をめぐる実態と認識のずれや、言語問
題の範囲やレベルといった観点から政策課題の設定の問題を扱う。さら
に、言語問題の「当事者」と言語政策の関わりについて述べる。
第 2章では、言語政策を、政策の内容ではなく、政策の決定の過程に
注目してとらえるための、いくつかの枠組みについて述べる。
第 3章では、目的・目標・手段といった階層性のなかで、実施のため

の手段や、そこに投入される資源という観点から言語政策をとらえる。
第 4章では、政策のサイクルが完了したのちに、その政策の成果や効
果を、所期の目的や目標と照らして検証する段階、つまり評価の段階に
ついて論じる。
また、コラムでは、金子信子先生に外国人住民の社会参加に求められ
る「リテラシー」の問題についての研究を紹介していただいた。
言語政策研究は、言語研究に固有の問題を扱うのと同時に、政策研究

に共通する問題を扱うものでもある。研究によって得られた知見を、実
際の言語問題の解決に役立つものにするためにも、また、他の分野の政
策研究との間で相互参照可能なものにするためにも、今後の言語政策研
究の範囲が広がることが期待される。
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第2章
政策課題から政策決定へ

上村圭介

ねらい
政策研究では、政策がどのような理念や目的の実現を目指すか、そのためにどの

ような手段を講じるかといった政策の内容を対象にするものと、政策がどのよう

な流れの中で、どのような要因の影響を受けて決定されるかといった政策のプロ

セスを対象にするものとがある。言語政策の研究では、政策の内容と同時に、政

策が決定されるプロセスにも注目する必要がある。

キーワード
政策の流れ、政策過程、政策アジェンダ、in の知識、of の知識、言語問題

1.　はじめに
「言語政策」という用語は、多義的に使われる。序章で述べられるように、
言語実践の中にあるさまざまなレベルの人為的な介入を、すべて言語「政策」
として扱う立場もある。しかし、これらの人為的な介入は、レベルによって
異なる特徴をもち、その特徴に応じたとらえ方が必要である。
私たちの社会は民主的に選ばれた統治のメカニズムをもつ。そして、その
統治のメカニズムは、税金に代表されるさまざまな資源（第 2部第 3章参照）
を社会から集め、蓄え、社会共通の課題を解決するために用いる。社会の構
成員である私たちには、統治機構が適切にはたらき、集めた資源を有効に用
いているか、その結果、課題が有効に解決されたかを見とどける権利と義務
がある。
しかし、個人や企業のレベルでの言語実践への人為的な介入を、国や自治
体のレベルの言語政策と同じような関係でとらえることはできないだろう。
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第2章　政策課題から政策決定へ

できることが何なのか、次の政策決定の機会につながるような知見が何なの
かを丹念に積み重ねることが、よりよい政策形成のためにも必要である。

●さらに学ぶための読書案内 ●

寺沢拓敬（2019）「小学校英語の政策過程（1）：外国語活動必修化をめぐ
る中教審関係部会の議論の分析」『関西学院大学社会学部紀要』132, 
13–30.
小学校外国語活動の必修化をめぐる主要な論点の審議経緯やアクターの関
わりについて政策過程の観点から分析する。

古石篤子・河原雅浩（2022）「神奈川県聴覚障がい児等手話言語獲得支援
事業―政策決定過程の分析」『言語政策』18, 127–143.
事例の特殊性や共通性という観点から、なぜ神奈川県の聴覚障害者向けの
支援事業が実現に至ったのかを分析する。
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「敵意の言説」を分析し、 
対抗言説の可能性を探る
山本冴里
山本冴里（2013）「サイバースペースにおける排外的言説の構成―留学生 30万人計画に
関する国会質疑の録画を起点として」『言語政策』9,  21–42.

本論文の研究のねらいと特徴
本論文で私は、サイバースペースにおいて、排外的言説がどのように構成され

ているのかというテーマに取り組んだ。具体的には、インターネット上の動画共
有サービス（「ニコニコ動画」）において、匿名者らのコメント2000件が、留学生
受入れを意味づける公的な言説（国会発言）をどのように取りあげ、解釈し、話題
を発展させていたのかを明らかにしようとした。もともと、動画上の国会発言自
体には、取り立てて排外的とみなされ得る表現は含まれていなかったにもかかわ
らず、そこに付されたコメントで大量に排外的言説が生み出されていたのはなぜ
か。サイバースペース上の匿名者らは、国会発言をどのように利用して排外的言
説を生み出していたのか。これらの問いに答え、対抗言説を生む可能性を探るこ
とが、本論文の目的だった。
なお、「ニコニコ動画」にアクセスした視聴者が目にし、耳にするのは、挿入さ

れたコメントの文字と動画の音声、映像の複合体である。その絡み合う総体をテ
キスト＝分析対象とみなし、解読に取り組んだ点に、本研究の特徴があると考え
る。

研究の方法
分析の方法は、フーコー派言説分析と呼ばれる手法を参考にした。具体的に

は、テキストにおいてどのような種類の言説が用いられていたのかを検討し、そ
れぞれの種類の言説がどのように関係していたのかを検討した。そのうえで、コ
メントで頻繁に用いられていた「俺」（2000件のコメントのなかで、一人称が用
いられる際、それは常に「俺」であった）という一人称に注目し、「俺」が名指す
呼びかけられた主体（対象）に注目することから、遡及的に、呼びかけた主体＝
「俺」の位置取りを推定した。
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研究でわかったことと残された課題
「ニコニコ動画」に付されたコメントは、動画内に見られる国会発言の一部を引
用しつつ混ぜ返したり、発言の枠組みを再利用したりしていたことが判明した。
また、利用されていた言説の種類については、国会での発言がおおむね経済に関
する言説（一部は外交戦略・国際貢献に関する言説）であったのに対して、コメン
トでは、性に関する言説、治安に関する言説、国粋主義の視点からの言説が加え
られていたことがわかった。そして、そうした様々な種類の言説は、それぞれ独
立して存在するのではなく、国粋主義の視点からの言説を中心に互いに深く結び
ついていることや、国粋主義の視点からの言説は（これは当然推定されることな
がら）容易に排外主義に結びついていくことも明らかになった。
また、コメントにおけるグルーピングから、遡及的に非「俺」たちに対して排

斥的な「俺」たち（日本人・若者・経済的弱者）の構成が推定された。
対抗言説としては、二種類の可能性を提案した。ひとつは、土台となる言説（た

とえば経済の言説）と同じ枠組みにそって、ひとつひとつ反論していくことであ
る。もうひとつは、留学生政策と、そこに深く関わる日本語教育政策のための思
想・哲学を持つことだ。これらはそのまま、残された課題でもある。

研究で苦労した点など
私のなかで、本論文と、山本冴里（2013）「日本発ポップカルチャーを巡って交

錯する／せめぎあう境界―ルポルタージュ「日本マニアの幾つかの肖像」への
コメント分析」（『日本研究』47、国際日本文化研究センター、pp. 171‒206）
は、ふたご論文ということになっている。どちらも、サイバースペース上の動画
と、そこに付された大量のコメントを分析したものである。そして、私が「敵意
の言説」と呼ぶ、排外的言説や差別的・侮蔑的な言説が数多く含まれている。そ
うした言葉遣いに深く潜り込んで分析するうちに、ずぶずぶと気が滅入っていく
のを抑えられなかった。だからその後、私はこうしたテーマから逃げてしまって
いるのかもしれない。もし誰かが引き継いでくれるのなら、いつでも相談には乗
るのでぜひ、とは思っている。




